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日本卓球協会登録について
　時下、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は、兵庫県卓球協会並びに兵庫県中体連卓球競技部の活動にご理解、ご協力賜りありがとうございます。
　さて、見出しの件ですが、以前より日本卓球協会の登録について、所属学校かクラブチームかどちらか１つの登録をお願いしてきました。（日本卓球協会の二重登録禁止にのっとり）しかし、2011年１月１７日の日本卓球協会第３回理事会で大きな変更があり、小中学生の二重登録を認める決定が採択されました。そこで内容をお知らせし、登録について注意していただきたくお願いいたします。以下、それ以外の内容も熟読の上、登録、大会出場については細心の注意をはらって下さい。
　
１　　中学生および小学生については、所属学校以外に同一都道府県内の一つのクラブに　　　二重登録ができることを承認し、平成２３年４月１日より施行することとなった。
      （理事会報告内容）
２　　中体連主催（夏の総合体育大会）の大会には所属学校名の登録ゼッケンおよびそれ　　　に準ずるゼッケンをつける。また冬の新人戦は所属学校名の登録ゼッケンをつけて　　　参加すること。
３    全日本選手権（カデットの部）について、選手は当該都道府県に居住または在学中　　　のもので、各都道府県協会主催の予選会もしくはその他適当な方法により選出され　　　たものであること。但し、近隣都道府県のクラブに所属する選手は、そのクラブの　　　所属する都道府県の代表として参加することはできない。
      （理事会報告内容）
４　　協会主催の大会（全日本選手権（カデットの部）、兵庫県１年生大会））の地区予　　　選については、所属学校の地区または、クラブチームが拠点を置く地区から参加す　　　ることができる。ただし、県内の選手に限る。
５　　兵庫県独自のカデット１３才以下予選小学生は８名枠を堅持します。これは８地区　　　プラス小学生地区という考え方で地区予選を行ったと考えていきます。
６　　カデットの小学生同士のダブルスも現行どおり認めない方向でいきます。
７　　他クラブチーム登録の選手同士または他学校の選手同士がダブルスを組んでカデッ　　　ト予選に出る場合はどちらの地区からでも出場可能とします。
